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9月 第 102週 の 主 日 ネL拝 説 教 要 約

9月  1日 il.コ リント書  2:6-10。

『 隠 された秘儀  』

・ 9月  8日 :マ ルコ福者書  7:31-37,

『  解 き放 っ者 、放 たれ る者  』

衣笠病院教会 牧師 宮原晃一部



≪ 隠された秘義 ≫

私は知恵 、熟慮 と共にあ り、知識 と慎み を備 えている
。̈主はその道

の初めに私 を迪 った、いに しえの御業の始 まりとヒて。とこしえより、

私は立てられていた、太初より、地の始 まりから。まだ深淵 もない時 、

私は生み出されていた、大いなる原初の水の源 もまだない時に。

(晟 言 8:12… 22-24)

この旧約聖書の記述は、今 日の聖書のパウロの思想と、多 くの点で共嗚

するものがあ ります。無から有が生 じたとされるビッグバン説は、 ``次口恵
"

の “起源 "に は一切触れることがな く、これは物理学の分野であるよりも、

むしろ生物学 (人類学 ?)の 研究対象として扱われるようです。

ただ、え を正せば 、これ らの学問 (物理学や生物学等マ )も 合めて全て

の学問は “知恵 "に よって成 り立ち、さらに精緻に究明 されつつあるもの

ばか りです。

さて、聖書の思想は無から有が生 じるその前に 、既に “知恵
"が存在し

ていたとい う立場 をとります。おそらく宇害 を出現 させる
.`矢口恵 "も 子め

存在 してお り、これによって森羅万象が出現 したのだと。けれども、これ

らの “知恵 "の 全てが開示されたのではな く、この世に対 してはまだ秘蔵

されたままの “知恵 "が存在し、これが「秘義の中に隠 された神の知恵 」

の正体だとい うのです。またこれが「神 を愛する者たちのために備 えられ

た 」矢口恵なのだと。

苦今のイスラエルの暦 (太 陰暦 )の “天地創造 "の 月は、私たちの太陽

暦に換算すると 9月 にあた り、時節柄キリスト教会でも創世記の記述が読

まれ ることがあ ります。第一コリン ト書の記述 もえはこれに因んだものだ

ったのか もしれません。厳客には天地創造に先行する矢口恵に関する内容が

記 されています。その次口恵の中の 、まだ “未開封
"の 知恵が イエス・キ リ

ス トによって (パ ウロによって ?)初 めて開示 される時が来ていることを

宣言 します。それがパウロの口 を通 して、あるいは書簡によってフリン ト

の教会に示 される (示 された ?)こ となのだと。これが特定の知恵である

とい うよりも、この知恵に もとづいて自分は宣教に動 しんでいるのだと。

(



だか らこそ`む して受けとめよと

っています。

さらに、これらの次口恵は、「

とい うのです。苦今末西の「Rり

創造の前から、秘義の中に隠 さ

って世界に もたらされるのだと

い うのです。ここにはパウロの確イ言が、
'張

このせの無力な支配者たちの女口恵ではない 」

ある支配者たちの時代 を飛び越えて、天地

れていた知恙が今、キリスト教の宣教によ

≪ 解 き放っ者、枚たれる者 》

「主よ、食卓の下の子人でも、子供のパン層はいただきます 」と言い張

ったシリア・フュニキアの女の信仰がイエスに受け入れられた時に、離れ

た所にいた女の娘の “t身 の病 "は 癒 されました (遠隔治療の成立 )。 イ
エスはそこ (テ ィルス )を 去 り、地中海沿岸を北上 しシドンを経由して、

今度は束の内陸部に向かい、ガリラヤ湖の北束の LL問 部 を経て、さらに時

計口りで南下 し、ガリラヤ湖の東南部のデカボ リスに至 り、そこから∪夕

―ンしてガリラヤ湖の比東岸に辿 り着きます。ここもシリヤ・フェニキア

と同じく異邦人 (=異教徒 )の ひヒめ く土地に変わ りはありません。その

土地にはイエスのことを“主 "と 嗜ぶ者はいません。

けれども、現地の人々にもイエスの噂が広まっており、彼の許に聾唖の

人が連れて来られます。イエスはその人を、群衆の中から逹れ由ヒます。

そして、人気のない所に来て、その人の両耳に指 を差し入れ、さらに舌に

も触れて、天に向かって「エファタ (開 け )」 と言われると、「 たちまち耳

が開き、音のもつれが解け 」話せるようにな りました。イエスは開いたば

か りのその人の耳に向かって、誰にもロタトするなと伝えますが、関係者の

許′＼と戻るその人が、自分の身に起きたことを隠し通すことは不可能です。

マダイ福音書の並行記事を読おとこの時、現地の人マはイエスの業を見て、

「 イスラエルの神を賛美 した 」とあります。彼らの認識では、異邦人のナ

ザ レのイエスは “その神 '1を 篤 く信じ、人を治癒に至ちせる信仰者の一人

に過ぎません。
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イエスは故郷のナザ レでは、殆ど何の活動 (神 の業 )も な さらなかった

(殆 ど効果が現れなかった ?)の ですが、元から猜疑應の発生 しない異郷

(=異教 )の 地ではイエスの業は求められ 、何の抵抗 もな く受け入れられ

たので した。

この地球上には多 くの宗教があ り、それぞれの神が “存在 "し てヽヽ るか

に見えます。その中で最 も信仰者が多いのがキ リスト教です。聖書の教 え

には説得力があるからです。残念なことに多 くのユダヤ人には受け入れら

れなか ったその教 えも、異邦人 (=異教徒 )に は、なぜか容易に受け入れ

られる教 えとなっていったのです。

イエス・キリス トの教 えは、ある人には猜疑走 を、またある人には信仰

ミ をもたらしました。これは、先週の第 1コ リン ト書の中にあった言葉が

よ く示 しています。

目が見もせず、耳が聞きもせず、人のミに思い浮かびもしなかった

ことを、神はご自分を愛する者 (神 を愛する者 )た ちのために準備 さ

れた。             (|。 コリント書 2:9)

つまり、猜疑ミ を抱かず、素朴に神の独 り子を受け入れる者たち (非 ユ

ダヤ人 )が 、必然的に (優先的に ?)信仰′＼と導かれる可能性を秘めてい

たのです。
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